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Radiation 

Pressure

13.1

4章では、
理想気体だけを考えて熱力学量を考えていた。
13章では、
光の輻射圧も考慮に入れる。

𝑃 = 𝑃𝑔𝑎𝑠 + 𝑃𝑟𝑎𝑑 =
ℜ

𝜇
𝜌𝑇 +

𝑎

3
𝑇4

a: radiation density constant(=
4

𝑐
𝜎)
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単原子分子と光子の系で比熱𝑐𝑃と∇𝑎𝑑を求めよう
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adiabatic index 𝛾𝑎𝑑:
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